
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝
あさ

ごはんは１日
にち

の元気
げんき

のもと！ 

寝
ね

ているあいだのみんなの体
からだ

は、体温
たいおん

が下
さ

がり省
しょう

エネ状態
じょうたい

になっていま

す。朝
あさ

ごはんを食
た

べて、活動
かつどう

のスイッチを入
い

れましょう。 

 

【朝
あさ

ごはんの３つの役割
やくわり

】 

みなさん元気
げんき

に２学期
がっき

を迎
むか

えることができましたか。まだまだ暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

き

ます。休
やす

み明
あ

けの体
たい

調
ちょう

管
かん

理
り

には気
き

をつけましょう。早寝
はやね

早
はや

起
お

きの生活
せいかつ

リズムを

ととのえ、朝
ちょう

食
しょく

をしっかり食
た

べて元
げん

気
き

に登
とう

校
こう

しましょう。 

令和 4 年９月 

流 山 市 立 

東深井小学校 

 

エネルギーの補給
ほきゅう

 

 体
からだ

は寝
ね

ているあいだもエ

ネルギーを使
つか

っています。朝
あさ

ごはんを食
た

べないと、動
うご

くため

のエネルギーが不足
ふそく

して、だる

さを感
かん

じやすくなります。朝
あさ

ごはんでエネルギーを補
ほ

給
きゅう

しましょう。 

体温
たいおん

を上
あ

げる 

 朝
あさ

ごはんを食
た

べると、寝
ね

てい

るあいだに下
さ

がった体
たい

温
おん

が上
あ

がります。体
たい

温
おん

が上
あ

がると、

元気
げんき

に活動
かつどう

できます。 

生活
せいかつ

リズムを整
ととの

える 

 睡眠
すいみん

や体温
たいおん

などの体内
たいない

リ

ズムは、体内
たいない

時計
どけい

によって

調 整
ちょうせい

されています。朝
あさ

ごはん

を食
た

べると、体
からだ

が目覚
め ざ

め、１

日
にち

の生
せい

活
かつ

リズムが 整
ととの

いま

す。 

 

【おしらせ】児童の朝食欠食状況調査について 

７月に5３４名の児童の朝食欠食状況を調査しま

した。その結果は「必ず食べる8９%」、「週に１～

３日食べないことがある８%」、「週に４～５日食べ

ないことがある1%」、「ほとんど食べない2%」で

した。「毎日必ず食べる」という児童は昨年の８６％

から３％増加していました。学年別では、低学年８

８％、中学年９５％、高学年８６％でした。ぜひ、

毎日朝食をとって、良い一日のスタートを切りまし

ょう。 

 



９月９日は重陽
ちょうよう

の節句
せ っ く

 

９月９日は五
ご

節句
せっく

のひとつ、「重陽
ちょうよう

の節句
せっく

」です。平安
へいあん

時代
じだい

に日本
にほん

に

伝
つた

わり、平安
へいあん

貴族
きぞく

を中心
ちゅうしん

に季
き

節
せつ

の移
うつ

り変
か

わりを知
し

らせる行事
ぎょうじ

として広
ひろ

まりました。邪気
じゃき

をはらうといわれている、菊
きく

の花
はな

を使
つか

うことから「菊
きく

の節句
せっく

」ともよばれています。9月9日の給 食
きゅうしょく

の「とうがんときぬあ

げのくず煮
に

」には、菊
きく

の花
はな

をちらしています。 

 

今年
こ と し

の十五夜
じゅうごや

は９月１０日 
 

「十五夜
じゅうごや

」ってなに？ おそなえもの 

東
ひがし

アジアで共
きょう

通
つう

のお祝
いわ

いごと 日本
にほん

だけの「十三夜
じゅうさんや

」 

おもに月
つき

の満
み

ち欠
か

けをもとにして作
つく

られた昔
むかし

のこよみ（旧暦
きゅうれき

）

で、８月１５日にあたる日
ひ

です。夜
よる

は涼
すず

しく、空
くう

気
き

もすんでいる

ため、１年
ねん

の中
なか

で一
いち

番
ばん

美
うつく

しい満
まん

月
げつ

とされています。 

だんご、稲
いね

に見
み

立
た

てたすすき、収
しゅう

穫
かく

された農
のう

作
さく

物
ぶつ

をおそなえ

します。また、さといもをおそなえすることも多
おお

いことから、「い

も名
めい

月
げつ

」ともよばれます。９月１２日の給 食
きゅうしょく

のデザートはお

月見
つきみ

だんごです。お楽
たの

しみに！ 

十
じゅう

五
ご

夜
や

は東
ひがし

アジア各
かく

地
ち

で祝
いわ

われます。中国
ちゅうごく

では「中 秋
ちゅうしゅう

節
せつ

」、韓国
かんこく

では「秋夕（チュソク）」といいます。また英語
えいご

では、

９月
がつ

の満月
まんげつ

を「ハーベスト・ムーン」というそうです。 

日本
にほん

だけに、十
じゅう

五
ご

夜
や

の後
あと

にもう１回
かい

、お月
つき

見
み

があります。

「十三夜
じゅうさんや

」といい、旧暦
きゅうれき

の９月１３日の月
つき

です。これは「後
のち

の月
つき

」

ともよばれ、豆
まめ

や栗
くり

をおそなえすることから「豆
まめ

名月
めいげつ

」、「栗
くり

名月
めいげつ

」

ともよばれています。 


